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市
長
市
長　

よ
う
こ
そ
山
口
市
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙

の
「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
」

に
山
口
市
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
本
市
を
推
薦

さ
れ
た
思
い
な
ど
を
モ
ド
さ
ん
か
ら
直
接

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
私
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
全
国
を

歩
き
、
数
多
く
の
ま
ち
を
見
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
私
が
思
う
良
い
ま
ち

と
は
、「
商
店
街
や
個
人
、
特
に
若
者

が
営
む
お
店
が
元
気
な
ま
ち
」、「
気
持

特別対談　モドさんと語る「山口市」の魅力

ち
良
く
散
歩
が
で
き
る
ま
ち
」、「
歴
史

の
響
き
が
あ
る
ま
ち
」、「
大
自
然
と
向

き
合
え
る
ま
ち
」、
そ
し
て
、
レ
コ
ー

ド
の
〝
Ｂ
面
〟
に
隠
れ
た
名
曲
が
あ
る

よ
う
に
、
東
京
や
京
都
が
〝
Ａ
面
〟
だ

と
し
た
ら
、「〝
Ｂ
面
〟
に
収
録
さ
れ
た

名
曲
の
よ
う
な
隠
れ
た
魅
力
が
あ
る
ま

ち
」
で
す
。
山
口
市
に
は
、
そ
れ
ら
が

全
て
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
山
口
市
を
訪
れ
た
と
き
に
私
が

最
も
感
動
し
た
の
は
、「
住
民
の
優
し
さ
」

で
す
。
日
本
全
国
を
巡
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
ま
で
で
一
番
す
ぐ
に
〝
友
人
〟

と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ま
ち
で
し

た
。
他
人
に
対
し
て
も
温
か
い
挨
拶
を

し
て
く
れ
ま
す
。
今
日
も
こ
こ
へ
来
る

前
に
散
歩
を
し
な
が
ら
い
く
つ
か
市
内

の
お
店
に
入
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
温

か
く
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
口
市

の
住
民
か
ら
は
、
そ
ん
な
温
か
さ
や
心

の
余
裕
を
強
く
感
じ
る
の
で
す
。
例
え

ば
、
萩
往
還
を
歩
い
た
と
き
も
、
ガ
イ

ド
さ
ん
に
と
て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
古

き
良
き
街
並
み
や
歴
史
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
住
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
も
私

の
心
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　　
　
現
在
で
は
、
日
本
を
何
度
も
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
外
国
人
観

光
客
が
増
え
て
お
り
、
彼
ら
は
も
う
少

し
深
み
の
あ
る
土
地
、
つ
ま
り
〝
地
方
〟

へ
行
き
た
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

クレイグ・モド氏
ニューヨーク・タイムズ紙に
山口市を推薦したライター

伊藤 和貴　　
山口市長

　
本
年
１
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
（
以
下
、
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
）
の
「
２
０
２
４
年

に
行
く
べ
き
52
カ
所
」
の
３
番
目
に
本
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
52
カ
所
は
、
各
国
で

活
動
す
る
記
者
や
ラ
イ
タ
ー
の
推
薦
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｙ

Ｔ
紙
に
本
市
を
推
薦
し
た
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
「
ク
レ
イ
グ
・
モ
ド
氏
」
を
山
口
市
へ
お
招

き
し
、
市
長
と
の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
対
談
の
中
で
語
ら
れ
た
、
モ
ド
氏
が
山
口
市
を
推
薦
し
た
理
由
や

山
口
市
の
魅
力
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０

特別対談

問問

ま
す
。
昨
年
、
Ｎ
Ｙ
Ｔ
紙
の
編
集
者

に
「
行
く
べ
き
52
カ
所
」
を
聞
か
れ
た

と
き
に
は
、
以
前
か
ら
応
援
し
た
か
っ

た
山
口
市
を
す
ぐ
に
推
薦
し
ま
し
た
。

広
島
や
福
岡
か
ら
行
き
や
す
く
、
深
み

の
あ
る
歴
史
や
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

庭
園
な
ど
を
紹
介
す
る
良
い
チ
ャ
ン

ス
だ
と
考
え
ま
し
た
。

市
長
市
長
　
モ
ド
さ
ん
の
そ
う
し
た
視
点
や
考

え
方
は
、
田
舎
と
都
会
の
中
間
領
域
に

あ
る
地
方
都
市
に
光
を
当
て
て
い
た
だ

い
た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
大
都
会
だ
け
の
生
活
で
は
人
生

の
選
択
肢
が
限
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
の

で
す
。
山
口
市
の
よ
う
に
、
活
気
が
あ

り
、
住
民
の
生
活
に
余
裕
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
地
方
都
市
で
の
暮
ら
し
や
旅

は
、
人
生
の
選
択
肢
を
豊
か
に
し
ま
す
。

今
後
、
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿
の
一
つ
の

例
と
し
て
、
全
世
界
が
参
考
に
す
べ
き

ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
市
長
　
洗
練
さ
れ
た
観
光
客
は
、
い
か

に
も
〝
観
光
地
〟
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

は
な
く
、
暮
ら
す
人
の
豊
か
な
日
常
の

様
子
を
見
て
、
楽
し
む
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
観

光
客
は
、
日
常
生
活
や
そ
の
国
の
文
化

と
静
か
に
向
き
合
い
、
深
み
を
感
じ
、

住
民
と
の
会
話
や
挨
拶
を
交
わ
す
な
ど

「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
本
質
的
）
な

経
験
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
旅
を
す
る

目
的
は
、
実
は
そ
こ
に
あ
る
。
有
名
な

観
光
地
に
行
く
こ
と
が
全
て
で
は
な
い

の
で
す
。
山
口
市
は
、
そ
う
い
っ
た

「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
経
験
」
を
す

る
に
は
非
常
に
向
い
て
い
ま
す
。
混
雑

が
起
こ
っ
て
い
る
観
光
地
で
は
そ
れ
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
市
長
　
な
る
ほ
ど
。
そ
ん
な
山
口
市
で
の

滞
在
の
中
で
、
モ
ド
さ
ん
が
市
民
と
の

交
流
の
場
と
し
て
印
象
深
い
場
所
は
あ

り
ま
す
か
。

温
か
く
、
心
に
余
裕
が
あ
る
住
民
に
感
動

温
か
く
、
心
に
余
裕
が
あ
る
住
民
に
感
動

神奈川県鎌倉市在住の作家、写真家。
早稲田大学への留学を契機に日本在住 24年目。
東海道や萩往還など、日本各地はもとより世界
中を歩いて取材されており、山口市を訪れるの
は今回で３回目。

「
山
口
市
は
レ
コ
ー
ド
の

「
山
口
市
は
レ
コ
ー
ド
の
〝〝
Ｂ
面
Ｂ
面
〟〟
に
収
録
さ
れ
た

に
収
録
さ
れ
た

名
曲
の
よ
う
な
隠
れ
た
魅
力
が
あ
る
ま
ち
で
す
」

名
曲
の
よ
う
な
隠
れ
た
魅
力
が
あ
る
ま
ち
で
す
」

維新の志士たちも歩いた歴史の道「萩往還」。
やまぐち萩往還語り部の会の皆さんが心のこもったガイドでおもてなし
をしています。

人
と
ま
ち
の

人
と
ま
ち
の
〝〝
深
み
深
み
〟〟
を
味
わ
う

を
味
わ
う

モドさんと語る「山口市」の魅力
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モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
山
口
市
で
の
滞
在
で
は
、
個
人

が
営
む
喫
茶
店
に
行
き
、
会
話
を
す
る

こ
と
で
店
主
の
哲
学
や
こ
だ
わ
り
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
聞
け
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
宝

物
な
の
で
す
。

　
　
喫
茶
店
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
は
、
店
主
や
お
客
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
充
実
し
た
人
生
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
感
じ

る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
市
民
一
人
一
人

が
心
地
よ
く
豊
か
な
人
生
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
山
口
市
の

風
情
や
文
化
的
な
風
土
が
ま
ち
の
ベ
ー

ス
に
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

市
長
市
長
　
山
口
市
で
は
、
個
人
個
人
が
し
っ

か
り
と
充
実
し
た
日
々
を
生
き
て
い

て
、
ま
ち
全
体
と
し
て
の
ム
ー
ド
が
そ

れ
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

市
長
市
長
　
こ
れ
か
ら
先
の
山
口
市
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け

ま
す
か
。

モ
ド
氏

モ
ド
氏
　
住
ん
で
い
る
と
、
そ
の
場
所

の
良
さ
が
見
え
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
を
巡
っ
た
中

で
も
山
口
市
は
本
当
に
特
別
な
ま
ち
で

す
。
ま
ず
は
、
山
口
市
は
と
て
も
良
い

ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　
　

ま
た
、
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
の
ま

ち
の
歴
史
と
文
化
を
次
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
若
者
を
増
や

し
、
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
か

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

市
長
市
長
　
モ
ド
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
、〝
Ｂ

面
〟
に
収
録
さ
れ
た
名
曲
の
よ
う
な
山

口
市
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
モ
ド
さ
ん
も
ま
た
何
度
も
山
口
市
を

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

山口の迎賓館として、明治 10
年から平成 8年までの 120 年
にわたり、政治家や文人など
をもてなしてきた料亭「祇園
菜香亭」を現在の場所（天花）
に移築復元。今年で開館 20周
年を迎えます。

山口市菜香亭　大広間

対談場所

「
山
口
市
は
と
て
も
良
い
ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
を

「
山
口
市
は
と
て
も
良
い
ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
を

信
じ
て
く
だ
さ
い
」

信
じ
て
く
だ
さ
い
」

引
き
継
が
れ
る
べ
き
山
口
市
の
魅
力
と
誇
り

引
き
継
が
れ
る
べ
き
山
口
市
の
魅
力
と
誇
り

　モドさんが「レコードのＢ面に隠された名
曲」に例えた、控えめでありながらもきらり
と光る山口市。歴史や文化、そして何よりも、
そこに息づく人々の暮らしや住民の温かい
心を評価していただきました。
　このような山口市をつくり上げていただい
ている市民の皆さんに感謝をすると同時に、
忘れてはならないのが、現代の山口市は、先
人たちのたゆまぬ努力によって積み重ねら

れ、途絶えることなく継承されてきたまちづ
くりの上に成り立っているということです。
　山口市では、この度の評価を素直に受け止
め誇りに思いつつ、これからも、市民や観光
客の皆さんが本市の魅力を存分に感じてい
ただけるような取り組みを進めていきます。

対談の様子（動画）はこちら▶

住 所：山口市天花 1-2-7
電 話：083-934-3312
観覧時間：午前 9時～午後 5時
休 館 日：毎週火曜日（祝日の場合はその
　　　　：翌日）、年末年始

1

1. 大内氏時代の山口を描いた山口古図
2. 現在の山口市　
3. 山口祇園祭の鷺の舞　
4. 湯田温泉の足湯　
5. 喫茶店での交流

4

5

「
市
民
一
人
一
人
が
豊
か
な
人
生
を
選
択
で
き
る
の
は
、　　
　
　
　

「
市
民
一
人
一
人
が
豊
か
な
人
生
を
選
択
で
き
る
の
は
、　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

山
口
市
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　

山
口
市
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
」

室町時代、大内氏が京の都に模

したまちづくりを行い、大いに

栄えたことが山口のまちのはじ

まりといわれています。それか

ら 650 年を超える長い時を経て、

築かれたまさにその礎の上に、

私たちが暮らす今の山口市が広

がっています。

そんなまちを舞台に、日々の暮ら

しの中の営みや、人と人との関わ

り合い、その中で生まれる心情の

移ろい…さまざまなシーンが繰り

広げられています。そこには一人

一人それぞれの無数の物語があ

り、それらがまるで点描のように

集まって、たった一つのまちの物

語が紡がれているのです。

（山口県文書館蔵）2

3
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取  取  材  材  を  終を  終    ええ    てて
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　悪質な電話勧誘や還付金詐欺、架空請求などのさまざまな消費者トラブルは、 年代に関係なく、誰でも巻き込
まれる可能性があります。令和 4 年度に市の消費生活センターに寄せられた相談は 1,478 件あり、年々増加傾
向にあります。
　こうした消費者トラブルは、事例や対処法を知ることで、被害を防ぐことができます。今回は、身近な消費者
トラブルや、困ったときの相談窓口「消費生活センター」についてご紹介します。

消費生活センター☎ 083-934-7171 083-934-2663問

ど
ん
な
相
談
が
増
え
て
い
る
？

　

令
和
３・
４
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
の
年
代

別
の
内
訳
（
図
①
）
を
見
る
と
、
50
歳

以
上
の
方
が
多
い
も
の
の
、
各
年
代
か

ら
相
談
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

知って防ごう 消費者トラブル知って防ごう 消費者トラブル
ー５月は消費者月間ー

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
（
図
②
）

の
う
ち
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
不
審

な
電
話
や
メ
ー
ル
・
書
状
」
で
し
た
。

最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
投
資
や
副
業

に
誘
わ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

相談内容 件数
不審な電話や
メール・書状 319

通信販売 130
不用品買取 41
アパート・借家 40
多重債務や福祉 40
ローン・サラ金 36
投資・
クレジット 20

こんなときあなたならどうする？

スマートフォンやパソコ
ンに、「電話料金の未納が発
生しています。本日中に連
絡がない場合、法 的手続き
へ移行させていた
だきます。」など
と 記 載 し た メ ー
ルや SMS（ショー
トメッセージ）
が届いた。

　　　
ワ ン ポ イ ン ト
アドバイス

身に覚えのない請求がメー
ルや SMS、ハガキで届いた
場合は、記載されている電話
番号に電話したり、メールの
返信や URL にアクセスした
りしないようにしましょう。

図①  年代別相談件数
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図②  相談件数の内訳

その他、スマホ購入・使い方、
中古自動車購入や買い取りなど

　　●日時　5 月 19 日（日）11 時から
●場所　山口市中心商店街　米屋町みずほ銀行前
●内容　リーフレットや啓発用品の配布など
●啓発参加団体　山口警察署、生活協同組合コー

プやまぐち、NPO 法人フードバンクやまぐち
●その他　山口県花卉園芸推進協議会（協賛団体）

より、山口県オリジナルのユリ「プチシリーズ」
の球根をプレゼントします（数に限りがあります）。

　5 月の消費者月間に合わせて、SDGs への取り組
みとして、　特に、「エシカル消費」と「食品ロス削減」
を PR します。併せて、うそ電話詐欺、悪質商法の
撲滅のための啓発活動を行います。
　当日、ご家庭で使わない食品を気軽に寄贈してい
ただける「フードバンクポスト」を設置します。1
カ月以上賞味期限のある食品などをお持ちくださ
い。

令和６年度消費者月間及び悪質商法撲滅街頭キャンペーン

1

2

消費生活相談受付フォーム
【利用手順】
下の二次元コードを読
み取るか、LINE のホー
ム 画 面 か ら

「山口市」を
検索し、友だ
ち登録

↓
①「くらしの情報」を

選択
↓

②「消費生活相談」を
選択

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル

や
そ
の
他
消
費
生
活
に
関
わ
る
相
談
を
、

専
門
の
相
談
員
が
お
受
け
し
、
助
言
や

あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
受
付
日
時　
月
～
金
曜
８
時
30
分
～

17
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
場
所　
山
口
総
合
支
所
１
階

●
相
談
方
法　
来
所
、
電
話
、
消
費
生

活
相
談
受
付
フ
ォ
ー
ム
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
か
ら
利
用
可
能
）

●
電
話
番
号　
☎
０
８
３

９
３
４


７
１
７
１
／
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
（
局
番
な
し
）

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
消
費
者
啓
発

を
推
進
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
被
害
の
防

止
を
図
る
た
め
、「
山
口
市
消
費
生
活
推

進
員
」
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
推
進
員
は
、
地
域
の
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
敬
老
会
な

ど
の
行
事
な
ど
に
出
向
い
て
、
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲地域のふれあい・いきいきサロンで、消費生活推進員が出前講座を行う様子

１１
困
ごり と

不審なメール

動画投稿サイトの広告を
見て、お試し 300 円のダイ
エットサプリメントを購入
したところ、頼んだ覚えの
ない 2 回目の商
品発送があり、
4 回分の購入が
条件の定期購入
になっていた。

　　　
ワ ン ポ イ ン ト
アドバイス

契約前に、お試し 1 回の
契約なのか、定期購入が条
件になっていないか、内容
をよく見て、解約・返品で
きるかなども確認してから
購入するかを決めましょう。

２２
困
ごり と

通信販売

先輩から「簡単に稼げる」
と言われて投資を始めた。25
万円のマニュアルの購入が必
要と言われ、申し込んだとこ
ろ、個人名の口座に振り込む
よう指示された。マニュアル
は届いていないが、怪しいの
で解約を申し込むと、払わな
ければ所定の手続きを取ると
返信があった。

　　　
ワ ン ポ イ ン ト
アドバイス

投資には必ずリスクがあり
ます。高額の電子書籍や情報商
材を購入したが、もうからない
などの相談もあります。利益の
出る仕組みが分からないまま
契約しないようにしましょう。

３３
困
ごり と

もうけ話

消
費
生
活
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
各
地
域
で
の
集
会
や
学
校
等
に

出
向
き
、
出
前
講
座
に
よ
る
啓
発
活
動

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
講
座
時
間　
30
分
～
１
時
間
程
度

●
場
所　
市
内
の
ご
指
定
の
会
場

●
内
容　
最
近
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、

悪
質
商
法
と
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、

契
約
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
シ
カ
ル
消
費
※
、
食

品
ロ
ス
な
ど
）
な
ど　

●
対
象　
市
内
在
住
で
、
地
域
サ
ロ
ン
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体

●
講
師　
消
費
生
活
相
談
員
、
消
費
生

活
推
進
員

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

団
体
名
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
、
開
催

日
時
、場
所
を
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
３

９
３
４

２
９
２
６

申

▲小学校で、消費生活相談員が
出前授業を行う様子

※エシカル消費…消費者が自ら考え、人と社会・地球環境のことを考慮して作られた物を購入・消費すること
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市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
、
令
和
5
年
度
下
半
期
（
令

和
5
年
10
月
1
日
～
令
和
6
年
3
月
31

日
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度

は
4
月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日

ま
で
で
す
が
、
令
和
6
年
5
月
31
日

ま
で
は
現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た

め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

財
政
課 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
０

■
一
般
会
計

　

令
和
5
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、

当
初
予
算
に
令
和
4
年
度
か
ら
の
繰

越
額
28
億
8
２
２
３
万
円
を
含
め

た
、
９
７
９
億
６
２
２
３
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
増
額
・

減
額
補
正
を
行
い
、
最
終
の
予
算
は

１
０
３
３
億
９
２
４
０
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
55
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
下
半
期
の
増
額
補
正
予
算
】

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給

付
事
業
費
等

　
　
　
　
　
　

 　
21
億
６
２
０
０
万
円

（
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

３ 市債等の状況（3 月末現在）

2 特別会計の収支状況（３月末現在）
※予算現額には、令和 4 年度からの繰越額 28 億 8,223 万円を含んでいます。

【収入済額合計】
778億9,620 万円

（収入済率 75.3％）

【執行済額合計】
909億6,285 万円

（執行済率 88.0％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

135 億9,485 万円135 億9,485 万円
9 億9 億3,6453,645 万万円（6.9％）円（6.9％）

66 億6,703 万円66 億6,703 万円

88 億88 億5,2555,255 万円万円

30 億792 万円30 億792 万円

66 億4,435 万円66 億4,435 万円
57 億 9,868 万円（87.0％）57 億 9,868 万円（87.0％）

29 億29 億3,9583,958 万円（33.2％）万円（33.2％）

67 億8,070 万円（102.1％）67 億8,070 万円（102.1％）

00 50億50億 100億100億 150億150億 200億200億 250億250億 300億300億

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 203 億 8,838 万円 176 億 2,247 万円 86.4％

後 期 高 齢 者 医 療 34 億 5,416 万円 31 億 5,872 万円 91.4％

介 護 保 険 187 億 6,652 万円 155 億 6,843 万円 83.0％

介護サービス事業 1,563 万円 1,064 万円 68.1％
鋳 銭 司 第 二
団 地 整 備 事 業 9 億 6,495 万円 1 億 9,739 万円 20.5％

地 域 下 水 道 事 業 755 万円 522 万円 69.1％

国 民 宿 舎 2,197 万円 1,285 万円 58.5％

特 別 林 野 552 万円 518 万円 93.8％

合 計 436 億 2,468 万円 365 億 8,090 万円 83.9％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
予算執行済額

183 億 4,671 万円 90.0％ 96,870 円

32 億 9,923 万円 95.5％ 17,420 円

165 億 2,694 万円 88.1％ 87,262 円

1,253 万円 80.2％ 66 円

9 億 6,488 万円 100.0％ 5,094 円

485 万円 64.2％ 26 円

1,879 万円 85.5％ 99 円

491 万円 88.9％ 26 円

391 億 7,884 万円 89.8％ 206,863 円

区　　　分 3 月末現在高 1 人当たりの
現在高

一 般 会 計 1,010 億 3,065 万円 533,439 円

特 別 会 計 19 億 756 万円 10,072 円

合 計 1,029 億 3,,821 万円 543,511 円
上 記 に 対
す る 利 息 25 億 648 万円 13,234 円

一 時 借 入 金 ０円 0 円

これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。財政運営の基本方針を示した「山口市財政運営計画」
や、本市の財政状況を分かりやすく一般家庭に例えた「山口市の台所事情」も掲載しています。詳しくは【山
口市 財政 5 年度】または、【山口市 台所事情 4 年度】で検索。

市債は、学校や道路、公園などを整備するための借入金
です。
長期間にわたって使用するこれらの施設については、建
設時だけでなく後年度に使用する方にも負担を求めるこ
とで、世代間の負担の公平を図るという効果も有してい
ます。市では、返済計画に配慮しながら将来の世代に過
度な負担を残さないよう、国の財政支援措置がある市債
を有効に活用し、実質的な将来負担の抑制などに取り組
んでいます。

※市債は、対象とする事業完了後の借り入れとなることから、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。
※使用料及び手数料等には、使用料及び手数料、分担金及び負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、
　ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を
　含んでいます。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

480,281 円

00 50億50億 100億100億 150億150億 200億200億 250億250億 300億300億

44 億7,280 万円44 億7,280 万円
35 億35 億7,6467,646 万円（80.0％）万円（80.0％）

177 億2,375 万円177 億2,375 万円
178 億6,964 万円（100.8％）178 億6,964 万円（100.8％）

191 億8,683 万円191 億8,683 万円
  153 億9,317 万円  153 億9,317 万円

263 億6,288 万円263 億6,288 万円
277 億277 億1,5111,511 万円万円

101 億1,525 万円101 億1,525 万円
101 億854 万円（99.9％）101 億854 万円（99.9％）

77 億4,468 万円77 億4,468 万円
66 億4,210 万円（85.8％）66 億4,210 万円（85.8％）

67 億6,122 万円67 億6,122 万円
60 億  円（88.7％）60 億  円（88.7％）

87 億4,805 万円87 億4,805 万円
76 億969 万円（87.0％）76 億969 万円（87.0％）

47 億1,306 万円47 億1,306 万円
45 億2,026 万円（95.9％）45 億2,026 万円（95.9％）

55 億8,757 万円55 億8,757 万円
52 億5,089 万円（94.0％）52 億5,089 万円（94.0％）

 6 億2,356 万円 6 億2,356 万円
 5 億5,420 万円（88.9％） 5 億5,420 万円（88.9％）

19 億 6,311 万円19 億 6,311 万円
14 億 7,254 万円（75.0％）14 億 7,254 万円（75.0％）

１人当たりの
予算執行済額

山
口
市
の

財
政
状
況

歳入

歳出

（95.1％）（95.1％）

（86.4％）（86.4％）

18 億1,510 万円（60.3％）18 億1,510 万円（60.3％）

164 億7,230 万円164 億7,230 万円
139 億5,854 万円（84.7％）139 億5,854 万円（84.7％）

創
生
臨
時
交
付
金
」
の
活
用
）

・
子
育
て
世
帯
家
計
応
援
事
業
費

３
億
３
１
０
０
万
円

（
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
の
活
用
）

・
安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
事
業
費

１
億
８
０
０
０
万
円

（
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
の
活
用
）

・
水
防
活
動
費
（
排
水
ポ
ン
プ
設
備
の

導
入
）

２
億
１
２
０
０
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
３
月
末
現
在
の
一
般
会
計
の
収
支
状

況
は
、
表　

 

の
と
お
り
で
す
。

■ 

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を

行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末

現
在
の
特
別
会
計
の
収
支
状
況
は
、
表 

　

  

の
と
お
り
で
す
。

■ 

市
債

　

3
月
末
現
在
の
市
債
残
高
見
込
み

は
、
表　

 

の
と
お
り
で
す
。

※
市
民
１
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出

は
、
令
和
6
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
で
あ
る
18
万
９
３
９
５
人
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

※
予
算
は
千
円
単
位
で
す
が
、
見
や
す

く
す
る
た
め
、
万
円
単
位
で
記
載
し

て
い
ま
す
。

１

2

3

…予算現額
…収入済額

…予算現額
…執行済額

312 億6,963 万円312 億6,963 万円

（80.2％）（80.2％）

361 億9,080 万円361 億9,080 万円

市 税 市民税や固定資産税、都市計画
税、たばこ税、軽自動車税 など

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じ
て県や市に配分されるもの

市 債 公的機関や銀行などからの借
入金

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料 など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

そ の 他
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障害者福祉、子育て支
援 など…1 人当たり 165,103 円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税の
賦課徴収  など　…73,701 円

公 債 費 市債の償還など　　  
 …53,373 円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅
の管理、整備など…40,179 円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、
ごみ処理 など  　 …35,070 円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社
会教育 など　　   …31,680 円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘
致 など　　　     …27,724 円

消 防 費 消防や救急、防災対策 など
　　　　　  　　…23,867 円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興など
…18,883 円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧 
など　　　　　　  …7,775 円

そ の 他 議会運営、雇用 など
…2,926 円

350億350億 400億400億
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の
事
業
を
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
な
ど
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
3
月
12
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ

ト
イ
の
長
安
理
事
長
ら
が
市
長
に
受
賞
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
高
田
副
理
事
長
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
山
間
部
の
人
口
減
少
に
対
応

し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
努
力
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
も
喜
ば
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
っ
か

り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
今
後
の
活
動
へ
の
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

阿
東
総
合
支
所
地
域
振
興
課 

☎
０
８
３

-
９
５
６-

０
１
１
７　

　　
3
月
13
日
（
水
）、
山
口
県
・
ナ
バ
ラ
州

ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
多
大
な
る
ご

寄
附
を
し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
、
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

環
境
の
強
化
や
多
言
語
化
へ
の
対
応
、
看

板
の
設
置
な
ど
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
た
観

光
客
等
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備

等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室
☎
０
８
３
‐

９
３
4
‐
２
７
２
８

　

阿
東
地
域
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト

イ
ト
イ
（
阿
東
地
福
）
が
「
令
和
5
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞 

優
秀
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
と
は
、
総
務
省

に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
想
い
を
高
め
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
併
設
の
地
域
拠
点
の
開
設

を
は
じ
め
、
地
域
の
声
を
丁
寧
に
集
め
な
が

ら
、
自
ら
出
向
く
移
動
販
売
事
業
等
の
「
共

感
」
と
「
思
い
や
り
」
を
基
本
に
し
た
各
種

　
3
月
11
日
（
月
）、
萩
山
口
信
用
金
庫
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
発

表
し
た
「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52
カ

所
」
の
3
番
目
に
本
市
が
選
出
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
、
観
光
客
等
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
環
境
整
備
等
に
、
３
０
０
万

円
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

萩
山
口
信
用
金
庫
の
椙
山
一
生
理
事
長

は
「
山
口
市
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
大
変

名
誉
な
こ
と
。
お
も
て
な
し
環
境
の
整
備

に
少
し
で
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
萩
山
口
信
用
金
庫
様
と
本
市

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
だ
け
で
は
な
く
、

芸
術
・
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
さ

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問   問   

問   問   
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト
イ
が
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
大
賞
優
秀
賞
」
を
受
賞

と
し
て
、
令
和
7
年
度
の
供
用
開
始
に
向

け
て
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の

愛
称
に
つ
い
て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

１
３
２
３
点
の
作
品
の
中
か
ら
『
湯
田
温

泉
「
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
」』
に
決
定
し
、

4
月
6
日
（
土
）
の
湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ

り
に
お
い
て
、　

愛
称
募
集
に
お
け
る
最

優
秀
賞
受
賞
者
の
堤
菜
絢
さ
ん
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

こ
の
「
こ
ん
こ
ん
」
は
、
湯
田
温
泉
の

象
徴
で
あ
る
白
狐
の
鳴
き
声
や
、
温
泉

が
湧
き
出
る
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、
湯
田
温

泉
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
意
味
の
「
来
ん

来
ん
？
」
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
を
通

じ
、『
湯
田
温
泉
「
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
」』

の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
ま
す
。

湯
田
温
泉
パ
ー
ク
整
備
推
進
室
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
１
５

姉
妹
提
携
締
結
20
周
年
を
記
念
し
て
州
政
府

の
ア
ナ
・
オ
ジ
ョ
・
ウ
ア
ル
デ
第
二
副
首
相

が
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
昭
和
55
年
に
ナ
バ
ラ
州
の
州
都

パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
本
年
2
月
に
44
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

オ
ジ
ョ
第
二
副
首
相
は
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
の

出
身
で
、
現
在
、
記
憶
・
共
存
・
外
務
・
バ

ス
ク
語
大
臣
を
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
を
お
迎
え
し
た
市
長
は
「
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
等
に
お
け
る
水
泳
ス
ペ
イ
ン
代

表
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
や
、
山
口

大
学
教
育
学
部
附
属
山
口
小
学
校
と
パ
ン
プ

ロ
ー
ナ
市
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
・
ラ
・
カ

デ
ナ
小
学
校
と
の
「
英
語
を
通
じ
た
学
術
連

携
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
協
定
」
の
締
結
な
ど
、

姉
妹
都
市
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
も
相
互
交
流
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
オ
ジ
ョ
第
二
副
首
相
は
「
40
余
年
に
わ
た

る
交
流
は
、
相
互
利
益
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
共
存
、
協
業
、
調
和
を
も
た

ら
す
姉
妹
都
市
関
係
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た

国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
５

​　　
3
月
18
日
（
月
）、本
市
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー

ド
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
、
株
式
会
社
山
口
銀

行
、
萩
山
口
信
用
金
庫
、
山
口
商
工
会
議

所
と
と
も
に
地
域
新
電
力
会
社
「
山
口
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
（
以
下
、

山
口
Ｇ
Ｅ
）」
の
設
立
に
係
る
合
弁
契
約
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

山
口
Ｇ
Ｅ
は
、
令
和
4
年
に
国
か
ら
選

定
さ
れ
た
脱
炭
素
先
行
地
域
（
中
心
市
街

地
エ
リ
ア
等
）
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
市
と
民
間
事
業
者
に
よ
る
共
同
出
資

に
よ
り
設
立
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
市
長
は
「
山
口
Ｇ
Ｅ
に
は
、

清
掃
工
場
で
生
み
出
さ
れ
る
廃
棄
物
発
電

な
ど
、
地
産
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

市
域
内
に
安
定
的
に
供
給
し
、『
ず
っ
と
元

気
な
山
口
』
の
実
現
に
も
貢
献
す
る
企
業

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。
本
市
も
連
携
を
し
、
地
域

脱
炭
素
の
取
り
組
み
等
を
推
進
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
口
Ｇ
Ｅ
は
、
令
和
7
年
1
月
頃
か
ら

市
役
所
本
庁
舎
等
の
公
共
施
設
へ
の
電
力

供
給
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

環
境
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
８
０

　
3
月
21
日
（
木
）、
テ
ル
モ
山
口
株
式
会

社
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
事

業
所
増
設
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
に
あ
た
っ
て
、
市
長
は
「
さ
ら
な

る
事
業
所
の
増
設
を
決
定
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
雇
用

の
場
の
創
出
に
よ
り
、
本
市
や
山
口
県
全

体
の
発
展
に
貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
、

大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ル
モ
山
口
株
式
会
社
の
坂
口

至
代
表
取
締
役
社
長
は
「
こ
の
た
び
の
事

業
所
増
設
を
契
機
に
、
医
薬
品
・
医
療
機

器
の
安
定
供
給
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と
し

て
山
口
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
本
市
佐
山
地
域
で
医
薬
品
・
医

療
機
器
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
た

び
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
製
品
の
製
造
設
備
増

設
と
隣
接
す
る
敷
地
（
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
内
）
の
取
得
に
よ
る
製
造
拠
点
拡
大
を

行
う
こ
と
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
増
設
す

る
設
備
は
令
和
8
年
に
稼
働
開
始
の
見
込

み
で
、
稼
働
に
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人
の

新
規
雇
用
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

　

本
市
で
は
、
湯
田
温
泉
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
資
源
を
活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
市
民
や
観
光
客
の
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
定
住
人
口
の
増
加
や
交
流
人
口
の

拡
大
、
多
様
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的

テ
ル
モ
山
口
株
式
会
社
の
事
業
所

増
設
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

山
口
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式

会
社
の
設
立
に
係
る
合
弁
契
約
書

締
結
式

ス
ペ
イ
ン
・
ナ
バ
ラ
州
訪
問
団
が

市
長
を
表
敬
訪
問

問   問   

問   問   

問   問   

萩
山
口
信
用
金
庫
か
ら

寄
附
金
を
受
領

問   問   
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の
愛
称
決
定

湯
田
温
泉
「
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
」

▲椙山理事長（左）から寄附金の
目録を受け取る市長（右）

▲オジョ第二副首相（左）と市長（右）
※市長が身に付けているスカーフ

は、パンプローナ市の牛追い祭り
で着用する伝統衣装

▲記念撮影の様子
左から山口商工会議所の河野会頭、株式会社
山口銀行の曽我取締役頭取、ＮＴＴアノード
エナジー株式会社の岸本代表取締役社長、
市長、山口ケーブルビジョン株式会社の齋藤
代表取締役社長、萩山口信用金庫の椙山理事長​

▲受賞者の堤菜絢さん（左）と
　市長（右）

▲左から、ほほえみの郷トイトイの
高田副理事長、長安理事長、市長

▲​協定書を手にするテルモ山口株式
会社の坂口代表取締役社長（右）、
山口県の小関産業労働部長（中央）、
市長（左）
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「ゆっくり、ゆったり、少人数で萩
の希少を楽しむ」をコンセ
プトに、萩の暮らしや風景、
技や食などの「おたから」
にあふれるプログラムを実
施し、「まちじゅうにあふれるおたか
らをめぐる旅」をお楽しみください。
期間　5月17日（金）～6月2日（日）
料金　プログラムにより異なる

萩市まちじゅう博物館推進課
　☎ 0838-25-3290          

こいのぼりが佐波川の水中を泳ぐ、
爽快な風景が楽しめます。河川敷で
は、こいのぼりを手に走っ
て泳がす「こいのぼりの舞」
が体験できます。
日時　5 月 3 日（金・祝）～

5 日（日）9 時～ 16 時
場所　奈美中央橋付近（佐波川小

野水辺の楽校）
実行委員会
090-2004-8194

「植木市」を現代風にアレンジした
「花と緑のチカラ」や、今年
初開催の「から揚げ選手権」
など、楽しめるコンテンツ
が盛りだくさんです。
日時　5 月 5 日（日）10 時～ 16

時 30 分
場所　常盤通り周辺（常盤町１丁

目７番１号付近）
  実行委員会
　☎ 0836-31-0251

小野田セメント創設者・笠井順八翁
の功績をたたえるお祭りで、ステー
ジイベント（雅楽、吹奏楽、
もちまき等）や飲食バザー
もあります。
日時　5 月 25 日（土）16

時 30 分 ～ 21 時　26 日（ 日 ）
10 時～ 16 時

場所　住吉神社（東住吉町）
住吉まつり復活委員会

　☎ 0836-83-3360
問 問

今年、築城から 700 年にあたる津
和野城と城下町の変遷や歴
史について絵図や古文書か
らご紹介します。
日時　5 月 22 日（水）～

8 月 26 日（ 月 ）8 時 30 分 ～
17 時（火曜休館）

料金　一般 400 円、中高生 300 円、
小学生 150 円

津和野郷土館（森村ロ 127）
☎ 0856-72-0300    

大正洞から草原へ。初夏の花を楽し
もう！大正洞の山中から秋
吉台の草原に抜ける植物観
察ツアーです。
日時　5 月 19 日（日）9 時

40 分～ 14 時 30 分
場所　大正洞駐車場集合（美東町赤

2666-1）
料金　3,000 円（お弁当付き）

美祢市観光協会
　☎ 0837-62-0115
問 問所

萩まちじゅう博覧会
初夏の
秋吉台ウォーキング！

受け継がれた歴史をたどる
築城 700 年記念　津和野城

新川市まつり第 13 回復活！住吉まつり 佐波川こいながし

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域 7 市町の
イベント情報
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美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部 防府

【材料（４人分）】
ブロッコリー…………1 株
鶏もも肉……………200 ｇ
塩こしょう……………少々

サラダ油…………大さじ 1
カレー粉…………小さじ 2

　1 日 3 食、主食・主菜・副菜をそろえて食べる習慣づくりのきっかけになるよう、また、不足しがち
な野菜を簡単においしく食べることができるよう、小中学生を対象に「第 18 回ぼく・わたしのお料理
コンクール」で、野菜を使った 2 つの食材でできるお弁当のおかずのレシピ
を募集しました。その中の入賞作品を紹介します。（学年は昨年受賞時）
　入賞作品の作り方などを掲載したリーフレットは、各保健センターにあり
ます。また、市ウェブサイト、市健康増進課インスタグラム（右の二次元コー
ド）でもご覧いただけます。

保健センター ☎ 083-921-2666問

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
×
鶏
も
も
肉

じ
ゃ
が
い
も
×
ツ
ナ
缶

【作り方】
１　ブロッコリーの房を小さめ

に切り、茎は皮をむいて短
冊切り、葉があれば、みじ
ん切りにしておく。

２　鶏肉を一口大に切り、塩こ
しょうをふる。

３　フライパンに油を熱して、
鶏肉を焦げ目が付くまで焼
く。

４　 ３ を 裏 返 し て、 ブ ロ ッ コ
リーの葉以外を入れ、ふた
をして、火が通るまで蒸し
焼きにする。

５　鶏肉に火が通ったら、葉を
入れて軽く炒めてから、カ
レー粉で味付ける。

ブロッコリーの
カレーいため

阿知須小 6 年　衛
え と う あ ん な

藤杏奈さん考案

【材料（４人分）】
じゃがいも……………3 個
ツナ缶…………………1 缶
塩………………ひとつまみ
みりん……………大さじ 1

粉チーズ………………適量
ブラックペッパー………少々
乾燥パセリ……………少々

大海小 4 年　吉
よ し な が あ ん り

永杏璃さん考案
じゃがいものしりしり風

A

【作り方】
１　じゃがいもを細いせん切り

にして、水に５分間浸す。

２　フライパンを熱して、ツナ
缶の油を入れる。

３　１の水気をよく切って炒
め、ツナとＡを加えてさら
に炒める。

４　お皿に盛り付け、粉チーズ、
ブラックペッパー、パセリ
を振りかける。

じゃがいもを細く切って、
ふわっとした食感に！

野菜　　を使った 2 つの食材でできるお弁当のおかず

ブロッコリーは葉も茎も
使おう！

主菜 ＋ 副菜

副菜

にんじんしりしりを
じゃがいもでアレン
ジした 1 品です！
新じゃがでぜひ作っ
てみてください！

　～主食・主菜・副菜を組み合わせて食べよう～

ウェブサイト インスタグラム
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イベントカレンダー5
月

5/5（日・祝）
第 50 回青空天国いこいの広場

実行委員会
☎ 083-902-0892

問問

中心商店街、亀山公園ふれあい
広場周辺

所所

5/6（月・休）まで
開催中のイベント

☎ 083-986-2368
問問 鋳銭司郷土館所所

「周
すおうのじゅせんしあと

防鋳銭司跡出土品」追加指定展

6/16（日）まで

開館 40 周年を迎える鋳銭司郷土
館で、令和 5 年 12 月に市の文
化財に追加指定した銭貨 10 点を
展示します。5 月 3 日～ 6 日は
鋳損じ銭のレプリカづくり体験
も出来ます。（要事前申込）

れきみんファミリーデー

5/19（日）

歴史民俗資料館
☎ 083-984-3741

所所 問問

子ども向けギャラリートークや
昔のくらしを体験。今月のテー
マは「石うす・薬研（やげん）」。

スタジアム周辺では子ども向け
イベントも多数開催され、山口
市民向けの観戦優待・招待も用
意されています。

詳しくはこちら▶

維新みらいふスタジアム所所

5/6（月・休）
レノファ山口 FC 山口市ホーム
タウンデー

問問 スポーツ交流課
☎ 083-934-2912

瑠璃光寺五重塔
プロジェクションマッピング

問問 観光交流課
☎ 083-934-2810

所所 香山公園（香山町 7-1）

山口オクトーバーフェスト（4/26 ～）

問問 yab 山口朝日放送
☎ 083-933-1129

所所 中央公園特設会場

仁保川 こいのぼり

5/6 午前中まで仁保川の上を泳ぐ
こいのぼりが見られます。

所所 道の駅「仁保の郷」近く

阿知須浦まつり（十七夜祭・花
火大会）

実行委員会
☎ 0836-65-2129

阿知須浦地区ほか

6/1（土）

所所
問問

森歩き、野遊び、キッチンカー
など、子どもから大人まで楽し
める自然体験がいっぱい。

森フェス～ポン太シュタインの
相対性森論～

実行委員会
☎ 0835-52-1122

国立山口徳地青少年自然の家所所
問問

5/4（土・祝）

5/3（金・祝）

所所

問問 スポーツ交流課
☎ 083-934-2912

山口市長杯争奪高等学校野球大会
山口マツダ西京きずなスタジ
アム

市内３校（山口高校、西京高校、
山口県鴻城高校）によるリーグ
戦方式により開催。

長年大宝
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そ
の
中
で
、
私
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最
も
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営

ま
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
と
の
何
気
な
い
会

話
や
、
ち
ょっ
と
し
た

触
れ
合
い
の
中
か
ら
、

本
市
への
愛
着
や
魅

力
を
感
じ
取って
い
た

だ
け
た
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
き
っ
と
、

市
民
の
皆
様
が
常
日

頃
か
ら
抱
か
れ
て
い

る
、
お
も
て
な
し
や

歓
迎
の
気
持
ち
が
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モ
ド
さ
ん
か
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い
た
だ
い
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温
か
い
お
言

葉
は
、
本
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像「
豊

か
な
暮
ら
し　
交
流
と
創
造
の
ま
ち
山
口
」

の
実
現
に
励
み
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ

り
、
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
しっ
か

り
と
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
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出
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今
後
の
ま
ち
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り
へ
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